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1.はじめに 

 近年我が国では,東日本大震災や熊本地震等,人々

の命・生活を脅かす大地震が数多く発生している. 

それを踏まえ,今最も危惧されているものが東京

湾北部地震の発生である.政府の研究では 1)近い将来

において東京湾北部地震が発生する確率は非常に高

いとされており,これに向けて地震対策の充実・強化

を図ることは東京都の喫緊の課題であると言える. 

 しかし,防災上脆弱な都市構造をしている都市部

においては,大規模地震の被害をゼロにすることは

できない.すなわち,災害時に建物倒壊などの中,緊

急車両がいかに目的地へと辿りつくことができるか

が,復旧において重要になってくると考えられる. 

そこで本研究では,東京湾北部地震(M7.3)を想定

した際の建物及び道路への被害を推定,道路閉塞が

発生する確率を求め，これが緊急車両の移動距離に

与える影響を評価する. 

2.対象地域 

 本研究の対象地域は東京都東部において，低地盤

と評される中央区,台東区,墨田区,江東区,葛飾区,

江戸川区とする. 

 また,道路ネットワーク評価を行う拠点について

は,医療施設や各種緊急時避難場所が挙げられるが,

本研究ではそれ自体が避難場所としての役割を果た

す他, 発災から復旧までまちの災害対応を担う区役所

を対象とし，区役所と都庁を繋ぐ道路ネットワークを

評価する． 

 ネットワークを構築する上で対象となる道路は幅

員 4m 以上のものとし，沿道建物についても道路閉

塞を引き起こす可能性があるとして分析に含める. 

3.研究手法 

 本研究では,GIS を用いて分析を行う.国土交通省

が公表している基盤地図情報と国土地理院ベクトル

タイル提供実験より取得したデータから，分析に必

要な建物・道路輪郭線と，道路ネットワークの構築に

必要な道路中心線を抽出する.その後,抽出した建物

に想定地震による被害関数を適用し,道路閉塞リス

クを評価する. 

(1)道路幅員情報の導入法 

 道路閉塞を考える上で重要な要素の一つとなるの

が道路幅員である.しかし，取得したデータに含まれ

る道路幅員情報は大まかなものしかなく，また各道

路で管轄が異なり，それらはデータベースで提供さ

れていないため，GIS で活用することは困難である. 

よって図-1 のように，大まかに与えられた道路幅

員情報より，幅員を仮定することで本研究を進める

こととする. 

(2)建物倒壊シミュレーション 

倒壊による瓦礫流出方向は建物の重心によるとこ

ろが大きいが，一般に建物データからその重心を得

ることはできない.そこで，本研究は地震に対して瓦

礫流出は全方向に広がり，かつ瓦礫幅は建物高さの

半分と一致するとして建物倒壊モデルを設定する. 

 倒壊シミュレーションについては文献 5)を参考に

図-2に示す手順で行う. 

(3)道路閉塞の定義 

建物倒壊後の道路幅員は,以下の式(1),式(2)から

求められる. 

𝑤𝑎 = 𝑤 − 𝑥             式(1) 

𝑤𝑏 = 𝑤𝑐 = 𝑤 − 2𝑥               式(2) 
𝑥:建物 1棟が倒壊したときの瓦礫流出幅 

𝑤𝑎:片側の建物倒壊で残る道路幅員 

𝑤𝑏:正面で向かい合う建物の両側の建物倒壊で残る幅員 

𝑤𝑐:斜めで向かい合う建物の両側の建物倒壊で残る幅員 

 以上の 2 つで,道路幅員𝑤 が 3m 以下となる場合を

道路閉塞とする. 

 

図-2 倒壊シミュレーション 

図-1 幅員変更 
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(4)沿道建物の抽出 

 本研究では道路閉塞予測の際に沿道建物数が必要

となる.しかし，取得したままの建物データでは分析

に不必要な建物データも含まれているため，ここか

ら分析に必要な建物のみを抽出する.抽出前後の対

象地域の一部を図-3，図-4に示す.  

4.分析結果 

 作成したデータから,例として都庁-台東区役所間

の最短経路及び沿道建物を図-5に示す. 

 しかし,幅員 4m 道路では片側沿道建物に破壊判定

が,幅員 8m 道路では突合わせとなる両側建物に破壊

判定が出た場合に道路閉塞を引き起こす可能性があ

り,最短経路で目的地まで到達できる可能性は低い. 

 そこで,既往研究より幅員 13m 以上の道路に関し

ては道路閉塞確率が低いことが分かっているため 6),

幅員 16m 道路を優先した場合の迂回路と最短経路と

の移動距離を比較し図-6に示す． 

 距離を比較すると,幅員 8m 以上の道路を優先した

場合 0.55km(4.79%),幅員 16m 道路を優先した時で

1.661km(14.48%)の増加が見られた. 

 他の 5 区においても幅員が大きい道路を優先する

ことで移動距離が著しく増加する例は見られなかっ

た.これより,移動距離の増加が直接人命に影響しづ

らい都庁-区役所間については多少迂回してでも幅

員 16m 道路を通行したほうが良いと判断できる. 

5.おわりに 

 対象拠点とする都庁と区役所間の分析・評価を終

えた.今後の展望として,医療施設等も対象拠点とし

て考慮し,2 点間の道路ネットワーク評価だけでなく

対象地域全域の道路ネットワーク評価を行っていく. 

 また，今回の分析では建物の高さを正確に考慮で

きていないため,考慮した後,道路閉塞確率の算定及

び道路の評価を再度行う. 
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図-3 沿道建物抽出前 

 

図-4 沿道建物抽出後 

 

図-5 最短経路及び沿道建物 

 
図-6 迂回路 
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